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黒木重雄

2019年秋、 四南学院人学博物館から一通のメ ールが届きました。内容は「展寛会をやりませんか?I

というもの。発表の機会に飢えている私にとっては、飛びつきたくなるような誘いだったのですが、あ

まりワクワクはしませんでした。なぜなら、あの博物館は壁が少なくて 絵画には不向きだと思ってい

たからです。ましてや、 私が最近描いている5メ ートル の絵なんか並べられるはずもありません。と り

あえず打ち合わせに出席して話だけ間いて丁重に断ろうと思っていました。ところが、話が進む中

で、作品に合わせて壁 を作りましょうということになったのです。一気に視界が開けました。これまで

にたくさんの展覧会に参加してきましたが、 こんな厚遇は初めてです，ワクワクしてきました。

早速、展示内容の検討を始めました。まずは、最近の大型作品だけで構成してみたのですが、そ

れでは細切れの展示スペースが埋まりません。だからといって、そこを埋めるための絵をこれから描

くのも気乗りがしません。ならば、 過去作を引っ張り出すしかありません。幸か不幸か、 過去作のほと

んどは手元にありますつ どこまで遡ろうか・・・西南に米たところまで遡ろうか、いやいや学生時代ま

で、いっそのこと幼少まで、 ということでスタートは6歳にしました。次は12歳、その次は17歳の絵を選

びました。ここまでの3点は、 見せるのが恥ずかしいのですが、 出発点なので入れることにしましたっ

そして次は25歳、ここからはその当時の私の精一杯の作品になります，最新作までの10点を選びま

した。なんだか回顧展みたいになってしまいましたが、 それとはちょっと違うと思っています。なぜな

ら、 過去の作品をあれこれ思いかえすことがH的ではなくて 、 最新作に牟る軌跡をホすことが目的

だからです。それぞれのキャプションには描いた時の年齢を記しました。展示した作品だけだと跳び

跳びになりますが、 倉庫の中 の作品を加えれば全てが繋がります。20代の勘違いや30代の迷いや

40代の駄作や50代の失敗作の死屍累々があって 、 今があります。『トノサマガエル」でスタートして

何百という作品を経た先が「Burning tree』です。途中が抜けたり、違ったり、あるいはもっと頑張った

りしていたら、この『Burning tree」にはなっていないのです。

「無駄なことは何ひとつないよ」恩師の言葉です。

Presentation 13-1-1 ー降雨塔一

1988年(25歳）

70.0 X 70.0 cm 紙、 シルクスクリーン

大学では版画を専攻しました。シルクスクリーンという版画技法を使って、 写真
を合成して作品を作りました。 仮想空問が眼前に）ムがることにドキドキしまし
た。パソコンが無い時代の話です。今では、 写真の合成なんて屯車に揺られな
がらでもできますねc

•第8回現代日本絵画展で佳作賞を受賞
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1995年(32歳）

130.3 X 227 .5 cm 紙、 アクリル絵具、 シルクスクリーン

30代前半まで専門にしていたシルクスクリーンは、 印刷の一種で式個人差が出1ごくい表現技法です。 したがって、

それを美術作品に使うのであれば、 技法以外のところで差異を模索するしかありません。私は“何を描くか.. でその
道を探りました。1984年-1996年の版画制作期は、まさしく発想トレーニングの12年問でした。
•大阪1、リエンナーレ1996に出品
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King of Missile 

2013年(50歳）

72.8 x 60.8 cm キャンバス、 アクリル絵具

柑の中には絵の卜手い人がたくさんいます。 花や女性を描いたとしても、

私の画力では到底太刀打ちできません。なので、 なるべく他の人が描い
ていないものを描くようにしています， この絵では、 ミサイルに王冠を被せ

てみました。 私が知る限り 、 王冠を被ったミサイルの絵は、 この絵以外には
見たことがありません。

Outlet 

2001年(38歳）

[52.0 X ]21.5 cm キャンバス、 アクリル絵具

西南学院大学のサバテイカルを利用してペンシルバニア大学の

アーティストイソレジデンスに参加しました。とこるが、 何を描けばい

いのか分からず、 キャンバスに当てもなく絵の具を途る毎日でした。

画面を横にしたり、 逆さにしたりして形を探りました。そうして、 ようや
くたどり箔いたのがこのイメージでした。アメリカのアース付ぎ3穴コ
ンセントが顔に見えるというユ ー モラスかつナンセンスな絵。

Christmas Missile 

2013年(50歳）

227.5 x 162.0 cm キャンバス、 アクリル絵具

ミサイルの絵を続けて描いたので、 別のものを描こうと思ってはみるものの、 他にあてもないのでつ

いついミサイルをだらだらとスケッチしていました。そしたら、 ミサイルがクリスマスツリ ーになって
いるというイメージが現れました。クリスマスツリーならぬクリスマスミサイル。これは面白い。風刺

も頓智も効いているU というわけで広場にクリスマスミサイルが立っているという絵になりましたc
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One day 

2014年(51歳）

227.5 x 546.0 cm キャンバス、 アクリル絵具

大幾災を頻材にして「人問がどんなに苦しもうと神は助けない」という非情な様を描ぎたいと思いスタートしましたC が、 紆余曲
折あり、 最後にたどり若いたのは、 生命の循班を感じさせるカラスの群れでした。震災とカラスを絡めた絵には、 会田誠さんに
逸品があるためらょっと躊踏しましたが、 結果として他とは遵う“人知を超えた生命のドラマ"が表現できたと思っています。

•第20回岡本太郎現代芸術賞展で特別賞を受賞

集合住宅A

2015年(52歳）

97.0 x 324.0 cm キャンパス、 アクリル絵具

人はそれぞれ、 信じるところも迎えば奸ぎなことも違います。 無理に仲良くする必要もなければ、 姉う必要もあり
ませんc そんな私の心情を反映した集合住宅になりました。この絵には気に入っているところがふたつありま
す。 ひとつは、 右瑞の3段目c住人は美術愛好家。布団はモンドリアンでカーペットはステラ。 どららも実際にあり
そうです。 もうひとつは、 左端の4段目。水玉模様好きの家朕。 若奥さんが今まさにバスタオルを干すところ。





Burning tree 

2018年(55歳）

227.S X 546.0 cm キャンパス 、 アクリル絵具

人間の傲慢さ が原因なのか 、 天体の力が働いているからなのか 、 諸説あるようですが 、いずれにせよ池球の居心
地が悪くなっているのは間遥いありません。実際、ここ数年の夏は、 ひと昔前とは違いますC エアコンが無ければ
生きていけないなんておか しくないで しょうか 。しかも 、この先さらに悪化し続けるというのてしょうか 。 Sドの 中で
起こっていたこと が 、にわかに現実味を帯びてきました，今、まさに 、 地獄の入り口に立っている 、 そんな気分です。

略歴
1962 宮師県生まれ
!98"i筑波大学芸術専門学群卒業
1987筑波大学大学院芸術研究科修士課程修了
1993文化庁芸術家在外研修 1年派迎（ニュ ーヨーク）
1996西南学院大学に講師と して赴任
2001ベンシルパニア大学 ア ー ティス ト・イソ・レジデンス （フィラデルフィア）
2003西南学院大学人問科学部児童教育学科教授現在に至る
2013 宮崎県文化賞

トノサマガエル
1969年(6歳）
30.8 X 42.8 cm スケッチブック、クレヨン

主な個展
1989シロタ画廊（東京）
1990シロタ画廊（東京）
1991 Gallery Natsuka (東京）
1993 Gallery Natsuka (東京）
I 996 Gallery Natsuka (東京）
2000福岡市美術館特別展ホ室B
2002 Addams Gallery(フィラデルフィア）
2003高鍋町美術館（宮崎）
2003熊本市現代美術館GIii
2007ギャラリー 山口（東京）
2008ギャラリー 山口（東京）
2010 art space kimura ASK? (東京）
2011 art space kimura ASK'/ (束京）
2013福岡県立 芙術館展示室1·2·3
2013 art space kimura ASK? (東京）
2015 art space kimura ASK? (束京）

主なグルー プ展
1984第2回西武美餅館版画人負展
1985第17回現代日本美術展
1986第16回H本国際美術展
1986第11回クラコウ国際版画ビエンナ ーレ展（ポー ランド）
1896第8回 フレヘン国際版画トリエンナ ーレ展（ドイツ）
1987第2回和歌山 版画ピエンナ ーレ展・伴作貨
1987インク ーグラフィック'87(ドイツ）
1987第18回現代日木美術展・佳作買
1988第17回日本国際芙循展
1988第12回クラコウ国際版画ビエンナ ーレ展·買上賞（ポー ランド）
1988第8回現代日本 絵画展・佳作貸
1989第4回 中笠民国国際版画ビエンナ ーレ展（中舟民国）
1990第8回現代 版両コンクー ル展・優秀貨
1990第1回商知国際版血トリエンナ ーレ展・佳作賞
1991大阪トリエンナ ーレ1991
1992第3回柏市文化フォー ラム104大賞展·優秀貰
199:l第22同現代 n本芙術展
1994第23回現代日本美術展·兵庫県立近代美術館買
1996大阪トリエンナ ーレ1996
1998第27回現代日本美術展
1999第28回現代□本美術展
2000DOMANI明日 展〈文化庁芸術家在外研修の成果〉
2000第29回現代日本美術展
2004第B阿肯木繁記念大賞公躾展・優秀賞
2004 CAMK Collection I〈熊本市現代美術館収蔵作品展〉
2005第14回肯木繁記念大貸公葬展·優秀貨
2017第20回岡本太郎現代芸術裳展•特別営
2018第21回岡本太郎現代芸術賞展

作品収蔵
熊本市現代美術館
兵庫県寸共術館
大阪府立現代美術センタ ー

和歌山県立近代美術館
高鍋町美術館（宮崎）
クラコウ美術館（ポー ランド）
筑波大学

道
1975年(12歳）
:J:J.4 X 24.:J cm キャンパス 、 油絵具

サーカスの日
1980年(17歳）
65.2 x 91.0 cm キャンバス 、 油絵貝
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